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みなみいず議会だより No.１９ ２００４年(平成１６年）１１月１日

　平成16年9月定例会は、9月7日から15日まで9日間の会期で開かれました。今定例会

は、平成15年度各種会計決算の認定をはじめ、議員発議で常設型の南伊豆町住民投票

条例、住民発議にもとづく下田市・南伊豆町合併協議会議案など26議案が提出されま

した。審議の結果、下田市・南伊豆町合併協議会議案が否決、それに伴い平成16年度

一般会計補正予算が修正可決されました。その他の議案は、原案どおり可決（認定・

同意）されました。

平成１６年度　南伊豆町補正予算概要平成１５年度 南伊豆町一般会計・特別会計等決算概要

主な歳出歳　　入会計区分

一 般 会 計

３，２３１

△１１，６７６

１４，９４８

３，８０５

４，１５７

６，９２３

７，５９３

３９２

５，１６３

６０５

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

９，８４４

6，771

18，526

国県支出金

そ の 他

一般財源

３５，１４１

５，００２，８８６

補 正 額

予算総額

国民健康保険特別会計

１７２

４００

△１３，３４６

△４７５

総 務 費

保険給付費

老人保健拠出金

介護納付金

△９７，３５３

１４，６６２

１０，７７９

５８，６６３

国民健康保険税

国庫支出金

交 付 金

一般財源

△１３，２４９

１，２４０，９７６

補 正 額

予算総額

介護保険特別会計

５，２１０諸支出金５，２１０一般財源５，２１０

６３５，４６４

補 正 額

予算総額

公共下水道事業特別会計

△４，２８１

１００

下水道費

業 務 費

△４，１８１一般財源△４，１８１

４１６，８９２

補 正 額

予算総額

歳 出歳 入会 計 区 分

５，４８１，２２５５，７５２，２７６一 般 会 計

１，１９０，０６９１，３０１，７３３国民健康保険特別会計

特

別

会

計

１，３６６，５９８１，３５７，３７１老 人 保 健 特 別 会 計

２１１８７９南上財産区特別会計

５１３７南崎財産区特別会計

９，１８３９，２８６三坂財産区特別会計

１０，３０９１０，３０９土 地 取 得 特 別 会 計

４９６，５５２４９６，５５２公共下水道事業特別会計

２２，２９８２２，２９８子浦漁業集落排水事業特別会計

１０，７３８１０，７３８中木漁業集落排水事業特別会計

４２，２１８４２，２１８妻良漁業集落環境整備事業特別会計

６１３，９００６４２，００５介 護 保 険 特 別 会 計

計補正予定額既決予定額科　　　目会 計 区 分

２７７，６２２１４２２７７，４８０（収入）水道事業収益

（支出）水道事業費用
水道事業会計

２９３，２８１６，２０４２８７，０７７

２４０，８１０１，６１０２３９，２００（ 収 入 ） 資 本 的 収 入
（ 支 出 ） 資 本 的 支 出 ３４７，９５６４，４２２３４３，５３４

（単位：千円）（単位：千円）

２６５，４９１２７６，３９１収益的収支
水道事業会計

４１９，１９６２９６，１９２資本的収支
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９月定例会こんなことを決めました

みなみいず議会だより No.１９ ２００４年(平成１６年）１１月１日

▼
南
伊
豆
町
住
民
投
票
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

「
南
伊
豆
町
の
町
政
運
営
に
重

大
な
影
響
を
与
え
る
事
案
に

関
わ
る
意
思
決
定
に
つ
い
て
、

町
民
に
よ
る
直
接
投
票
の
制

度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
町

民
の
意
思
を
町
政
に
的
確
に

反
映
し
、
町
民
と
行
政
に
よ

る
協
働
の
町
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
町
政
の
円

滑
な
運
営
と
町
民
の
福
祉
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
」

と
し
て
議
員
発
議
さ
れ
た
常

設
型
住
民
投
票
条
例
。
常
設

型
住
民
投
票
条
例
は
全
国
数

例
目
で
、
県
下
で
は
初
め
て

の
制
定
。

・
住
民
投
票
・
住
民
・
議
会
・

町
長
の
請
求
に
よ
り
実
施
。

　
　

住
民
投
票
の
投
票
資
格
者

は
、
三
ヶ
月
以
上
住
ん
で
い

る
有
権
者
。

　
　

有
権
者
の
六
分
の
一
の
連

署
・
議
員
定
数
の
十
二
分
の

一
以
上
の
提
案
で
か
つ
、
議

員
の
過
半
数
の
議
決
に
よ
る

発
議
・
町
長
の
発
議
で
請
求

で
き
ま
す
。

・
投
票
対
象

　
　

住
民
投
票
の
対
象
と
な
る

事
項
は
、
町
民
に
直
接
利
害

関
係
を
有
す
る
事
項
が
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
法
律
で
住

民
投
票
が
で
き
る
も
の
や
、

特
定
の
町
民
地
域
に
関
す
る

も
の
、
町
の
組
織
、
人
事
、

予
算
、
決
算
、
会
計
に
関
す

る
こ
と
。
ま
た
、
明
ら
か
に

住
民
投
票
に
付
す
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
事
項
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

・
投
票
形
式
・
二
者
択
一
式

　
　

投
票
者
が
容
易
に
内
容
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
設
問
を

設
定
す
る
。

・
住
民
投
票
の
期
日

　
　

公
表
の
あ
っ
た
日
か
ら
六

十
日
を
経
過
し
て
か
ら
初
め

て
の
日
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。

・
判
断
材
料
・
情
報
提
供

　
　

住
民
投
票
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
場
合
、
住
民
が

判
断
す
る
材
料
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
町
長
は
、
公
開
討

論
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
で
き
る
他
、
住
民
投
票
に

関
わ
る
情
報
提
供
に
関
す
る

施
策
実
施
を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

・
投
票
結
果
・
町
長
・
議
会
・

町
民
そ
れ
ぞ
れ
が
尊
重

　
　

住
民
投
票
の
結
果
に
は
、

町
長
・
議
会
・
町
民
そ
れ
ぞ

れ
が
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
投
票
率

が
投
票
資
格
者
の
五
十
％
に

満
た
な
い
場
合
は
そ
の
住
民

投
票
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

　
　

住
民
投
票
は
、
住
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
う
え
で
非
常
に

重
要
な
仕
組
み
で
す
。
皆
さ

ん
の
意
見
を
行
政
に
反
映
さ

せ
ま
し
ょ
う
。条
例
の
詳
細
、

本
文
に
つ
い
て
は
役
場
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
静
岡
県
市
町
村
非
常
勤
職
員

公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
の

一
部
を
変
更
す
る
規
約
制
定

に
つ
い
て

▼
静
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更

す
る
規
約
制
定
に
つ
い
て

▼
南
伊
豆
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
次
の
一
人
が
議
会
に
お

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た

　

南
伊
豆
町
市
之
瀬
五
四
四
の
一

　
 

山　

本　

範　

征 
さ
ん

▼
南
伊
豆
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
次
の
二
人

が
議
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

　

下
田
市
・
南
伊
豆
町
合
併
協

議
会
負
担
金

　

六
百
九
十
七
万
一
千
円
を
減

額
修
正
の
う
え
可
決
。

▼
下
田
市
・
南
伊
豆
町
合
併
協

議
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関

す
る
法
律
第
四
条
の
規
定
に

基
づ
く
住
民
発
議
に
よ
る
合

併
協
議
会
設
置
請
求
を
受
け
、

提
案
さ
れ
た
も
の
。

　

南
伊
豆
町
加
納
六
八
四
の
一

　
 

岡　

部　

順　

之 
さ
ん

　

南
伊
豆
町
下
流
四
七

　
 

平　

山　

敏　

郎 
さ
ん

3

工
事
請
負
契
約

▼
平
成
十
六
年
度
町
道
大
平
Ｂ

線
道
路
改
良
工
事

条
例
・
規
約
の

　

制
定
・
改
定
等

　
　
　

に
つ
い
て

条　
　

例

同　
　

意

修
正
可
決

否　
　

決
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２　日　時　　平成１６年１１月１４日（日）
　　　　　　    １０時３０分～１２時００分

３　場　所　　南伊豆町役場３階議場

４　主　催　　南伊豆町子ども会

５　後　援　　南伊豆町議会・南伊豆町教育委員会

６　参加者　　小学生・中学生・町職員・その他

南伊豆町子ども議会のお知らせ南伊豆町子ども議会のお知らせ
南伊豆町子ども議会がはじめて開かれます。南伊豆町子ども議会がはじめて開かれます。

１　目　的

・町議会の仕組み・規則などを学ぶことをとおして、小中
　学生が町政・町議会に対する理解と関心を深める。

・議会体験を通じて次代を担う子ども達が町づくりを考え
　る機会とする。

・子ども会の役員が指導・補助にあたることにより、子ど
　も会活動の活性化を図る。

5

鈴
木　

創
業
当
時
に
関
わ
っ
た

方
々
の
話
を
聞
い
て
も
う
一
度

対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長　

法
的
な
問
題
、
当
時
の

写
真
も
取
得
、
通
行
地
役
権
と

い
う
証
明
、
顧
問
弁
護
士
等
の

力
も
借
り
関
係
さ
れ
た
方
の
意

見
等
も
充
分
集
め
て
有
効
な
証

拠
と
し
て
当
っ
て
行
く
。

鈴
木　

伊
豆
縦
貫
道
路
に
つ
い

て
。

町
長　

沼
津
市
を
起
点
と
し
下

田
市
に
至
る
延
長
約
六
十
キ
ロ

の
計
画
で
一
部
着
工
し
て
い
る
。

建
設
課
長　

我
が
町
に
近
い
河

津
下
田
道
路
間
に
つ
い
て
、
全

部
で
十
年
位
完
成
ま
で
か
か
る

と
い
う
回
答
を
得
て
い
る
。

鈴
木　

薬
用
試
験
場
跡
地
に
つ

い
て
、
現
在
の
計
画
は
。

町
長　

役
場
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
緊
急
活

用
の
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

鈴
木　

南
伊
豆
の
色
々
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
作
品
を
発

表
す
る
場
と
し
て
提
供
す
る
事

は
出
来
な
い
か
。

助
役　

も
う
一
度
い
ろ
ん
な
団

体
の
代
表
者
と
検
討
し
鈴
木
議

員
の
意
見
、
利
用
の
仕
方
は
可

能
だ
と
思
う
。

鈴
木　

風
力
発
電
に
つ
い
て
今

一
度
調
査
の
方
法
は
あ
る
か
。

町
長　

石
廊
崎
の
最
南
端
、
国

立
公
園
、
文
化
財
保
護
法
の
名

所
、
伊
豆
西
南
海
岸
の
規
制
が

あ
り
か
な
り
厳
し
い
と
い
う
の

が
現
状
。

鈴
木　

町
で
の
構
造
改
革
特
区

の
件
数
は
何
件
か
。

企
画
調
整
課
長　

現
時
点
で
は

一
件
。

鈴
木　

南
伊
豆
は
過
疎
地
区
に

指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

特
区
の
申
請
を
色
々
な
面
で
利

用
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

町
長
に
聞
き
ま
し
た

●
一
般
質
問

ジ
ャ
ン
グ
ル
パ
ー
ク

 

問
題
に
つ
い
て

みなみいず議会だより No.１９ ２００４年(平成１６年）１１月１日

鈴木勝幸議員

アダプトロード潮の花くらぶ活動

下流防潮堤
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梅
本　

三
位
一
体
改
革
に
対
応

し
た
予
算
規
模
を
ど
の
よ
う
に

推
測
し
て
い
る
の
か
。

非
常
に
厳
し
い
歳
入
見
通
し
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
基
金
残
高

及
び
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
や

繰
越
金
・
町
税
等
を
含
め
「
南

伊
豆
町
財
政
見
通
し
」
に
よ
る

平
成
十
七
年
度
の
予
算
規
模
は

約
三
十
六
億
三
千
万
円
程
度
と

考
え
て
良
い
の
か
。

町
長　

国
の
財
政
悪
化
は
改
善

が
見
込
め
な
い
。
三
位
一
体
改

革
が
展
開
さ
れ
て
も
補
助
金
や

税
源
移
譲
は
あ
て
に
な
ら
な
い

う
え
、
地
方
交
付
税
の
財
政
調

整
機
能
に
も
不
安
を
隠
し
切
れ

な
い
状
態
で
す
。
こ
う
し
た
な

か
で
の
来
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て
は
平
成
十
七
年
度
か
ら
平

成
二
十
一
年
度
ま
で
の
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
中
で

あ
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
平
成

十
七
年
度
以
降
の
財
政
見
通
し

の
策
定
準
備
中
で
あ
り
不
透
明

な
部
分
が
多
い
で
す
が
、
平
成

十
七
年
度
の
一
般
財
源
総
額
は

現
行
予
測
で
三
十
六
億
三
千
万

円
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

総
務
課
長　

平
成
十
五
年
度
末

の
基
金
残
高
は
財
調
（
財
政
調

整
基
金
）
で
四
億
四
千
五
百
五

十
万
円
、
今
年
度
予
算
で
取
り

崩
し
額
を
三
億
一
千
七
百
万
円

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
十
六
年

度
末
残
高
で
一
億
二
千
八
百
万

円
と
残
り
少
な
く
な
っ
て
お
る

の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
は
地
方
財
政
計
画
、
歳
出
の

抑
制
、
ま
た
小
規
模
市
町
村
に

対
す
る
段
階
補
正
に
つ
い
て
も

さ
ら
な
る
見
直
し
を
行
う
と
し

て
お
り
ま
す
。（
交
付
税
が
）

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
確
実

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
み
た
い
に
災
害
が
よ
そ

の
市
町
村
で
多
け
れ
ば
当
然
の

こ
と
と
し
て
減
ら
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。
な
お
、
地
方
交
付
税

等
の
減
少
を
国
と
町
で
折
半
す

る
赤
字
地
方
債
で
あ
る
、
臨
時

対
策
債
は
十
八
年
度
ま
で
実
施

す
る
と
の
国
の
方
針
で
す
の
で

地
方
へ
の
交
付
税
等
の
配
分
も

減
少
は
確
実
で
、
地
方
の
借
金

は
ふ
え
る
ば
か
り
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
本
町
み
た
い
な
自
主

財
源
の
乏
し
い
町
は
国
の
流
れ

に
よ
り
、
今
後
の
財
政
（
運
営
）

が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

梅
本　

今
後
の
財
政
見
通
し
で

す
が「
南
伊
豆
町
財
政
見
通
し
」

で
は
来
年
度
約
一
億
四
千
万
円

平
成
十
八
年
度
約
五
億
五
千
万

円
・
平
成
十
九
年
度
約
五
億

円
・
平
成
二
十
年
度
は
約
一
億

八
千
万
円
の
財
源
不
足
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
通
り
一
遍
の

行
政
改
革
で
は
、
こ
の
財
源
不

足
を
補
え
な
い
で
は
な
い
か
。

町
長　

行
財
政
運
営
は
人
件
費

や
事
務
事
業
費
等
の
削
減
等
で

歳
出
削
減
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
、
ま
た
受
益
者
負
担
の
適

正
化
へ
の
見
直
し
は
住
民
負
担

の
増
大
を
強
い
る
も
の
と
な
り

非
常
に
厳
し
い
選
択
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
予
算
編
成

みなみいず議会だより No.１９ ２００４年(平成１６年）１１月１日

梅本和熙議員
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財
政
改
革
と

 

町
長
の
政
治
姿
勢

漆
田　

平
成
八
年
の
行
財
政
改

革
大
網
に
対
す
る
認
識
は
？

町
長　

大
網
策
定
当
時
に
比
し

当
時
の
財
政
状
況
は
変
革
し
て

お
り
平
成
十
一
年
実
施
要
綱
を

定
め
取
り
組
ん
で
い
る
。

漆
田　

改
革
大
綱
の
歴
史
的
生

成
は
理
解
し
て
い
る
が
、
大
綱

の
見
直
し
や
再
構
築
は
考
え
て

い
る
か
？

町
長　

現
時
点
で
は
改
革
推
進

実
施
計
画
の
実
行
段
階
で
あ
り

考
え
て
い
な
い
。

漆
田　

全
国
的
に
も
こ
の
改
革

手
法
は
減
量
経
営
的
な
色
彩
が

濃
い
。
昨
年
提
案
し
た
行
政
評

価
は
効
率
化
を
目
指
す
行
政
経

営
方
式
の
重
要
な
戦
略
要
素
で
、

政
策
選
択
を
通
じ
て
自
治
体
運

営
の
市
民
化
・
自
立
化
・
政
策

達
成
の
経
営
基
盤
を
創
成
す
る

も
の
で
、
そ
れ
を
自
治
体
運
営

に
浸
透
さ
せ
れ
ば
地
方
自
治
は

再
成
す
る
。
そ
こ
で
庁
内
改
革

の
成
果
と
財
政
危
機
を
背
景
と

し
た
個
別
の
施
策
行
動
は
ど
う

な
の
か
。

町
長　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
の
成

果
は
Ｏ
Ａ
関
係
の
勉
強
・
分
水

嶺
や
ふ
る
さ
と
満
喫
村
構
想
・

観
光
資
源
の
二
次
製
品
化
な
ど

で
、
個
別
の
改
革
施
策
は
構
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
一
元
化
・
庁
用
車
の

減
少
・
補
助
金
の
見
直
し
・
各

種
報
酬
見
直
し
・
文
書
管
理
の

Ｄ
Ｂ
化
・
旅
費
や
時
間
外
手
当

の
削
減
等
々
で
五
千
六
百
万
円

余
の
財
政
努
力
を
し
た
。

漆
田　

減
量
経
営
方
式
で
は
あ

る
が
評
価
す
る
。
行
政
評
価
で

い
う
行
政
経
営
・
政
策
経
営
の

域
に
達
す
る
方
向
付
け
と
努
力

が
尚
望
ま
れ
る
。
先
の
議
会
で

質
問
出
来
な
か
っ
た
が
、
学
校

統
廃
合
問
題
に
つ
い
て
は
。

町
長　

合
併
議
論
の
中
で
種
々

の
条
件
は
あ
る
が
統
廃
合
は
必

要
で
あ
る
。

教
育
長　

検
討
し
、
見
直
す
時

期
に
来
て
い
る
。

漆
田　

財
政
運
営
の
総
合
判
断

で
実
質
収
支
比
率
九
・
七
％
で

高
い
。
三
％
が
基
準
だ
が
こ
の

％
が
高
い
の
は
基
金
を
取
崩
し

た
割
に
計
画
性
が
な
い
事
を
意

味
す
る
。
町
長
見
解
は
？

町
長　

県
の
指
導
も
有
り
今
後

比
率
を
下
げ
る
様
検
討
す
る
。

漆
田　

運
営
の
弾
力
性
指
標
に

経
常
収
支
比
率
が
あ
る
。
当
町

は
七
十
九
％
台
で
標
準
の
七
十

五
％
に
近
く
や
や
良
好
と
い
え

る
。
当
町
の
比
率
は
悪
い
と
思

う
か
。

町
長　

市
も
含
め
て
県
下
の
四

十
二
位
と
理
解
す
る
。

漆
田　

臨
時
財
特
債
等
は
経
常

一
般
財
源
に
算
入
出
来
る
特
典

も
あ
り
決
し
て
悪
く
な
い
。
起

債
制
限
比
率
は
八
・
五
％
程
で

推
移
し
良
好
と
思
う
。
町
長
見

解
は
。

町
長　

二
十
％
超
で
管
轄
負
担

で
あ
る
が
実
行
に
つ
い
て
は
計

画
性
が
付
随
す
る
と
考
え
る
。

漆
田　

六
月
否
決
以
降
議
会
は

行
財
政
特
別
委
員
会
に
舞
台
が

移
っ
て
い
る
。
町
民
や
当
局
に

対
し
今
秋
中
間
報
告
の
予
定
で

も
あ
る
。
政
策
の
反
映
に
真
撃

に
受
止
め
て
頂
き
度
い
。

漆田　修議員
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市
町
村
合
併
に
つ
い
て

渡
辺　

合
併
に
取
り
組
む
姿
勢

を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

合
併
は
行
財
政
改
革
と

地
域
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
の
防
止

の
二
面
性
だ
と
思
い
ま
す
。

渡
辺　

考
え
方
は
わ
か
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
ま
一
歩
真
意

が
伝
わ
ら
な
い
気
が
し
ま
す
。

そ
こ
で
住
民
発
議
に
よ
る
合
併

協
議
会
設
置
請
求
の
署
名
、
私

は
署
名
の
中
身
の
事
は
深
く
詮

索
し
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
ご
苦
労
な
さ
っ
て
三
千

八
百
強
の
票
を
集
め
て
頂
い
た

事
に
対
し
議
員
と
し
て
と
て
も

あ
り
が
た
く
、
真
撃
に
重
く
受

け
止
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
町

長
も
こ
の
票
の
重
さ
を
強
調
し

て
い
ま
す
が
、
私
も
同
様
で
ご

ざ
い
ま
す
。
町
長
は
議
会
と
行

政
は
両
輪
だ
と
常
々
口
に
し
ま

す
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
大
事
な
事

を
下
田
市
に
付
議
の
申
し
立
て

を
す
る
前
に
我
々
議
会
に
相
談

し
な
か
っ
た
か
。

町
長　

下
田
市
長
と
一
連
の
流

れ
法
律
に
沿
っ
て
進
め
た
ご
理

解
願
い
た
い
と
思
う
。

渡
辺　

し
か
し
河
津
、下
田
市
、

南
伊
豆
町
の
一
市
二
町
の
時
も

大
事
な
合
意
書
に
捺
印
を
し
た

時
も
今
回
も
議
会
に
何
に
も
話

が
な
く
下
田
市
へ
申
し
込
む
。

こ
れ
ら
の
進
め
方
は
い
か
が
な

も
の
か
と
質
問
し
て
い
る
の
で

す
。
も
う
一
度
答
弁
を
お
願
い

し
ま
す
。

町
長　

法
令
に
の
っ
と
っ
て
進

め
ま
し
た
。

渡
辺　

答
弁
は
的
確
に
お
願
い

し
ま
す
。
私
は
こ
ん
な
大
事
な

事
を
何
ぜ
議
会
に
相
談
し
話
し

合
う
事
を
し
な
い
の
か
と
質
問

を
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
お

願
い
し
ま
す
。

町
長　

こ
の
件
は
六
月
に
否
決

の
事
実
が
あ
り
そ
の
辺
相
談
し

た
ら
ど
う
な
る
か
と
考
え
又
渡

辺
議
員
そ
し
て
皆
様
方
と
の
見

解
の
相
違
か
ら
で
す
。

渡
辺　

今
の
答
弁
は
私
は
非
常

に
残
念
で
あ
る
。
今
後
合
併
し

か
り
他
の
問
題
等
々
は
議
会
に

相
談
し
進
め
る
事
を
要
望
し
て

お
き
ま
す
。
尚
法
定
協
設
置
は

町
長
き
っ
ぱ
り
言
い
切
っ
て
い

る
よ
う
住
民
投
票
は
私
も
賛
成

は
し
ま
せ
ん
が
、
合
併
を
進
め

て
行
く
準
備
と
し
て
、
町
独
自

の
議
論
の
場
、「
そ
れ
は
三
十

四
行
政
区
の
六
名
の
区
長
代
表
、

産
業
団
体
、
学
識
経
験
者
、
小

中
高
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
行
政
、
議
会

代
表
」
で
話
し
合
う
場
で
ご
ざ

い
ま
す
。
設
置
の
考
え
は
な
い

の
か
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長　

考
え
方
と
し
て
は
理
解

し
ま
す
が
時
間
的
の
制
約
等
々

又
住
民
発
議
に
よ
る
請
求
か
ら

そ
れ
を
第
一
義
に
考
え
た
い
、

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

渡
辺　

私
は
町
独
自
の
議
論
の

場
で
町
と
し
て
の
将
来
像
を
主

張
で
き
る
事
を
ま
ず
話
し
合
い

決
定
し
、
他
市
町
村
と
合
併
に

向
い
法
定
協
の
設
置
を
す
る
の

が
順
序
と
思
い
ま
す
の
で
こ
れ

以
上
質
問
し
て
も
進
ま
な
い
の

で
町
独
自
の
議
論
の
場
の
設
置

を
要
望
し
終
り
ま
す
。

渡辺嘉郎議員
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町
長
の
政
治
姿
勢

町
長
の
政
治
姿
勢

横
嶋　

町
長
は
自
治
体
運
営
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

誠
実
な
心
を
持
っ
て
町

民
に
奉
仕
す
る
。少
子
高
齢
化
、

高
度
情
報
化
社
会
、
国
際
化
の

進
展
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
環
境
は
悪
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
環

境
を
南
伊
豆
町
の
今
後
は
何
か

と
い
う
考
え
の
な
か
で
、
伊
豆

に
よ
る
町
作
り
を
考
え
て
い
る
。

南
伊
豆
町
を
一
つ
に
ま
と
め
る

の
に
は
共
通
項
が
必
要
。
水
が

共
通
項
に
あ
る
。
下
田
、
南
伊

豆
町
の
分
水
、
松
崎
南
伊
豆
の

分
水
。
こ
の
水
を
い
か
に
き
れ

い
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
か

な
と
考
え
て
い
る
。

横
嶋　

そ
れ
だ
け
で
す
か
、
こ

の
程
度
の
考
え
方
で
ず
っ
と
や

ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
と
情

け
な
い
と
い
う
よ
り
は
憤
り
だ
。

財
政
が
深
刻
な
中
で
、
町
長
は

一
千
二
百
万
円
の
給
与
が
支
払

わ
れ
、
四
年
の
任
後
で
退
職
金

を
支
払
う
共
済
金
を
入
れ
る
と

一
千
六
百
万
円
。
三
役
合
わ
せ

て
四
千
万
円
に
な
る
。
こ
ん
な

政
治
認
識
で
町
政
を
や
ら
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
。
あ
え
て
合

併
協
議
会
を
提
案
し
た
中
身
が

こ
の
程
度
に
し
か
語
ら
れ
て
い

な
い
。
憤
り
を
通
り
越
し
て
、

何
の
た
め
に
町
政
の
場
に
出
て

き
た
か
が
問
わ
れ
る
。

横
嶋　

財
政
見
通
し
が
ず
っ
と

赤
字
と
い
う
が
、
平
成
十
八
年

度
五
・
五
億
円
。
平
成
十
九
年

度
四
・
九
億
円
の
赤
字
だ
が
、

普
通
建
設
事
業
に
何
を
予
定
し

て
い
る
。

町
長　

庁
舎
建
設
だ
。

横
嶋　

財
政
見
通
し
は
二
月
に

作
っ
て
い
る
が
、
議
会
に
は
一

言
も
な
い
。
議
会
無
視
だ
。
赤

字
だ
か
ら
や
れ
な
い
財
政
が
大

変
だ
。箱
物
は
や
ら
な
い
と
い
っ

て
一
体
な
ん
で
庁
舎
建
設
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

町
長　

耐
震
度
ゼ
ロ
の
庁
舎
で

職
員
を
働
か
せ
る
の
は
危
険
だ

か
ら
。

横
嶋　

百
二
十
人
も
の
子
ど
も

が
い
る
手
石
保
育
園
は
、
耐
震

診
断
の
価
値
も
な
い
。
木
造
で

つ
ぶ
れ
る
。
そ
こ
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
い
て
、
良
く
も
言
っ

た
も
の
だ
。
町
民
の
視
点
が
一

つ
も
無
い
。
庁
舎
建
設
な
ど
認

め
ら
れ
な
い
。

横
嶋　

六
月
議
会
で
合
併
協
議

会
が
否
決
さ
れ
た
後
、
後
援
会

で
「
数
の
暴
力
に
や
ら
れ
た
」

と
言
っ
て
い
る
。
懇
談
会
の
席

で
、「
町
長
は
提
案
権
が
あ
る
。

議
会
の
議
決
権
で
決
め
る
」
と

言
っ
た
の
に
、
ど
う
い
う
意
味

か
？

町
長　

否
決
さ
れ
た
残
念
の
意

思
表
示
だ
。

横
嶋　

議
会
・
住
民
に
す
べ
て

を
知
ら
せ
耳
を
傾
け
る
べ
き
。

そ
れ
を
し
な
い
。
議
会
は
正
々

堂
々
と
議
論
し
て
い
る
の
に
、

そ
れ
を
数
の
暴
力
と
否
定
す
る
、

大
道
で
も
誠
実
で
も
な
い
。
あ

る
ま
じ
き
姿
勢
。
そ
れ
で
な
ぜ

合
併
協
議
会
の
場
で
あ
れ
ば
協

議
が
で
き
る
の
か
。
そ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
わ
け
が
な
い
。

横嶋隆二議員

ムダ、非効率をなくす
行財政改革を
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町
長
の
政
治
姿
勢

保
坂　

町
長
は
右
肩
上
が
り
の

箱
物
行
政
か
ら
方
向
転
換
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

町
の
決
算
カ
ー
ド
か
ら
財
政
運

営
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
町
の

状
態
は
経
常
収
支
比
率
七
十
五

〜
七
十
九
・
二
と
財
政
の
弾
力

性
は
あ
る
。起
債
制
限
比
率
八
・

五
〜
八
・
八
と
良
い
数
値
。
し

か
し
前
任
者
か
ら
岩
田
町
長
に

代
わ
り
、
財
政
状
況
の
変
化
が

二
点
あ
る
。実
質
債
務
残
高 （
準

借
金
）
と
実
質
的
将
来
財
政
負

担
額
で
す
。
平
成
十
三
年
度
か

ら
悪
化
し
て
い
る
。
財
調
（
貯

え
）も
急
激
に
減
っ
て
い
る
が
、

ど
の
様
な
計
画
で
使
わ
れ
た
の

か
？

町
長　

三
浜
小
学
校
と
中
木
集

落
排
水
と
焼
却
炉
の
排
ガ
ス
工

事
で
す
。

保
坂　

全
体
バ
ラ
ン
ス
を
図
り

財
政
運
営
を
し
た
の
で
す
か
？

町
長　

そ
の
様
な
財
政
運
営
は

し
て
い
ま
せ
ん
。

保
坂　

約
十
三
億
の
預
金
を
使

い
、
借
金
の
割
合
は
平
成
十
五

年
度
で
百
五
十
％
を
示
し
て
い

る
。
町
の
財
政
状
態
を
常
に
考

え
運
営
す
る
の
が
執
行
者
の
責

任
で
は
？

町
長　

慎
重
審
議
し
た
結
果
。

保
坂　

す
る
な
と
は
申
し
ま
せ

ん
が
、
物
事
に
は
順
位
性
が
あ

る
。
右
肩
上
が
り
の
行
政
か
ら

方
向
転
換
と
し
た
整
合
性
は
ど

こ
に
あ
り
ま
す
か
？

町
長　

行
政
は
継
続
が
あ
り
総

合
計
画
を
踏
ま
え
判
断
し
た
。

保
坂　

公
約
と
は
反
す
る
が
？

町
長　

結
果
は
そ
う
な
る
。

保
坂　

こ
の
様
な
財
政
運
営
を

し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
財
政
が

も
た
な
い
か
ら
合
併
だ
と
い
う

の
は
、
行
っ
た
借
金
増
大
と
基

金
の
取
り
崩
し
で
す
ね
。
財
政

運
営
の
失
敗
を
指
摘
し
ま
す
。

合
併
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
の

接
点
で
四
月
二
十
八
日
と
五
月

三
十
一
日
の
二
回
。
町
の
あ
る

べ
き
姿
を
構
想
し
、
町
民
の
豊

か
さ
を
示
し
た
上
で
進
め
る
べ

き
合
併
問
題
を
、
町
の
長
と
し

て
町
民
や
議
会
に
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
事
が
出
来
な
か
っ
た
故
の

六
月
十
日
の
審
判
で
す
が
、
ど

の
様
に
理
解
し
て
ま
す
か
？

町
長　

賛
成
を
し
て
頂
け
る
と

理
解
を
し
て
い
た
。

保
坂　

こ
の
町
を
ど
う
す
る
の

か
と
し
た
議
論
も
せ
ず
、
二
回

の
接
点
で
進
ん
で
き
た
事
に
対

し
て
の
危
機
意
識
か
ら
の
結
果

で
あ
り
、
執
行
者
と
し
て
認
識

が
あ
ま
い
。
六
月
十
七
日
の
ご

自
分
の
後
援
会
で
、
自
分
の
責

任
を
棚
に
上
げ
、
合
併
協
は
数

の
暴
力
で
否
決
さ
れ
た
と
の
言

葉
は
政
治
家
の
資
質
は
感
じ
ら

れ
ず
、
民
主
主
義
を
何
と
理
解

し
て
い
る
か
？

町
長　

民
主
主
義
は
主
権
在
民
。

保
坂　

で
あ
れ
ば
、
議
会
制
で

否
決
さ
れ
た
事
を
数
の
暴
力
と

い
っ
た
の
は
ど
う
い
う
事
か
？

町
長　

表
現
が
悪
く
、
本
当
に

申
し
訳
な
い
。

保
坂　

町
の
最
高
責
任
者
が
、

こ
の
様
な
言
葉
を
使
う
の
は
、

非
常
に
残
念
。
場
所
で
の
的
確

な
言
葉
を
述
べ
て
頂
き
た
い
。

保坂好明議員

※
財
政
調
整
基
金

　

市
町
村
に
お
い
て
、
例
え
ば

災
害
に
よ
る
思
わ
ぬ
支
出
の
増

加
や
予
期
せ
ぬ
収
入
不
足
が
発

生
し
た
場
合
に
、
そ
れ
を
補
う

た
め
の
基
金
。

１３億
１２億
１１億
１０億
９億
８億
７億
６億
５億
４億
円

８　　  ９　　 １０　　  １１　　  １２　　  １３　　  １４　　 １５　　 １６
年度

１，２７５１，２７５，，９９８９９８千千

１，３２８１，３２８，，８６６８６６千千１，３３６１，３３６，，１０３１０３千千

１，２２２１，２２２，，２２４２２４千千

１，２８７１，２８７，，９８３９８３千千
１，３００１，３００，，９５０９５０千千

１，０５３１，０５３，，７９９７９９千千

６８４６８４，，９７４９７４千千

４４５４４５，，１００１００千千

財政調整基金

平成

平成 8　　  9　　10　    11　    12　    13　    14　    15 年度

150

100

50

0％

69．769．7％％
74．074．0％％ 84．684．6％％ 79．779．7％％ 76．376．3％％

100．1100．1％％
111111．1．1％％

114949．9．9％％

将来にわたる実質的財産の推移

安全圏
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合
併
に
つ
い
て

清
水　

町
長
は
県
庁
へ
六
月
か
ら

九
月
議
会
ま
で
の
間
、
県
庁
へ
、

陳
情
に
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

町
長　

七
月
二
日
に
森
林
環
境
部

長
の
と
こ
ろ
。

行
政
の
問
題
点
や
、
県
と
の
折
衝

等
が
な
か
っ
た
。

清
水　

森
林
環
境
部
へ
七
月
二
日

の
一
回
で
す
か
。
町
は
陳
情
で
行

く
問
題
点
は
な
い
の
か
。

町
長　

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
よ
り
下
の
、

下
か
ら
積
み
上
げ
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

清
水　

下
か
ら
の
積
み
上
げ
で
話

を
し
て
も
、
町
長
が
、
問
題
と
し

な
け
れ
ば
積
み
上
げ
て
も
聞
き
入

れ
ら
れ
な
い
。

　

六
月
に
記
者
会
見
で
、「
合
併

に
対
す
る
三
項
目
の
基
本
姿
勢
を

町
議
会
で
表
明
す
る
こ
と
な
く
封

印
し
た
」
と
発
表
し
た
。
三
項
目

と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

町
長　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
私
文

書
で
最
後
の
お
願
い
を
し
て
も
無

理
と
判
断
を
し
た
。

清
水　

そ
の
判
断
は
ほ
か
の
全
議

員
に
対
し
て
説
明
す
る
努
力
が
な

か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
と
ら
え
ら

れ
る
。

　

六
月
議
会
で
否
決
に
な
っ
た
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　

場
を
提
供
し
て
ほ
し
か
っ

た
。
法
定
協
議
の
否
決
と
、
合
併

と
の
整
合
性
は
な
い
。

清
水　

議
会
の
議
決
を
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
と
聞
い
た
。
質
問
に

答
え
て
い
な
い
。

議
長　

町
長
明
確
な
答
弁
を
。

町
長　

か
み
合
わ
な
か
っ
た
と
、そ

う
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

清
水　

町
長
は
、
議
会
で
決
ま
っ

た
と
し
て
も
、
お
れ
の
や
り
た
い

よ
う
に
や
る
ん
だ
か
ら
、
議
会
な

ん
か
関
係
な
い
と
、と
ら
え
ま
す
。

　

住
民
発
議
の
資
料
と
、
日
程
経

過
の
資
料
で
、 合
併
協
に
同
意
し

て
欲
し
い
と
い
う
の
は
、
お
か
し

い
、
町
の
将
来
の
合
併
し
た
と
き

の
姿
は
。

町
長　

住
民
発
議
の
下
田
が
相
手

で
私
は
使
者
で
、
法
定
協
が
立
ち

上
が
ら
な
い
以
上
は
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
は
考
え
よ
う
が
な
い
。

清
水　

住
民
発
議
に
対
し
て
の
、

付
議
に
意
見
書
が
つ
い
て
い
る
。

計
画
が
な
し
で
考
え
が
な
い
で
は

な
く
、前
の
段
階
の
話
が
必
要
だ
。

町
長　

住
民
発
議
が
あ
り
、
議
員

に
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し

て
も
ら
う
の
が
今
回
の
議
案
の
提

案
の
理
由
で
す
。

清
水　

合
併
し
た
方
が
良
い
、
こ

う
い
う
計
画
も
あ
り
ま
す
と
言
っ

て
も
ら
い
た
い
が
。

町
長　

合
併
特
例
法
の
手
続
上
に
、

そ
の
付
議
と
い
う
言
葉
は
出
て
い

る
。

清
水　

可
決
に
な
る
ま
で
は
南
伊

豆
の
将
来
の
合
併
し
た
と
き
の
姿

の
計
画
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

町
長　

総
合
計
画
の
す
り
合
わ
せ

か
ら
い
く
。
議
案
の
提
案
の
理
由

で
す
。

清
水　

意
見
書
は
僕
に
は
関
係
な

い
。
た
だ
、
住
民
発
議
が
あ
っ
た

か
ら
付
議
し
た
だ
け
で
す
。に
な
っ

て
し
ま
う
。

合
併
し
た
方
が
良
い
、
こ
う
い
う

計
画
も
あ
り
ま
す
と
言
っ
て
も
ら

い
た
い
が
。

町
長　

合
併
特
例
法
の
中
に
載
っ

て
い
る
わ
け
で
、
手
続
上
に
、
そ

の
付
議
と
い
う
言
葉
は
出
て
い
る
。

清
水　

可
決
に
な
る
ま
で
は
南
伊

豆
の
将
来
の
合
併
し
た
と
き
の
姿

の
計
画
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

町
長　

も
う
一
度
、
ど
う
い
う
質

問
か
、
も
う
一
回
す
み
ま
せ
ん
。

清
水　

町
と
し
て
ど
う
い
う
計
画

が
あ
る
の
か
。
言
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
、賛
成
し
よ
う
と
思
っ
た
っ

て
、
賛
成
で
き
ま
せ
ん
よ
。
合
併

協
が
始
ま
っ
て
、
ど
う
い
う
計
画

で
い
く
の
か
。

町
長　

代
表
者
の
中
で
、
各
町
村

の
総
合
計
画
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
の
す
り
合
わ
せ
か
ら

入
っ
て
い
こ
う
。
そ
れ
が
順
序
だ

と
考
え
て
い
る
。
お
互
い
の
共
通

点
を
探
し
、
基
本
理
念
を
つ
く
っ

て
い
く
。

清
水　

こ
の
意
見
書
の
中
で
は
、

合
併
に
向
け
て
、教
育
問
題
と
か
、

行
革
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

合
併
を
し
た
ら
、行
革
を
行
っ
て
。

行
革
の
話
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
町
当
局
は
、
行
革
を
ど
の
よ

う
に
考
え
、
六
月
議
会
か
ら
、
あ

る
程
度
の
何
か
を
や
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
議
員
に
発

表
で
き
る
目
新
し
い
も
の
、
い
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
。

町
長　

資
料
を
後
で
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

清水清一議員
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８月２日　伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会促進大会
８月９日　行財政改革特別委員会
８月９日　議会運営委員会
８月９日　南豆衛生プラント組合議会全員協議会
８月１０日　さしだ希望の里まつり
８月１０～１１日　静岡県議長会臨時総会並びに研修会
８月１７日　第３回臨時議会
８月１８日　南豆衛生プラント組合臨時議会
８月２４日　行財政改革特別委員会
８月２４日　賀茂郡監査委員実務研修会
８月２６日　例月出納監査
８月２７日　下田地区消防組合議会定例会
８月２７日　伊豆つくし学園組合議会定例会
８月３０日　全員協議会
８月３０日　議会運営委員会
８月３１日　共立湊病院組合議会定例会

９月２日　老人会ゲートボール大会
９月６日　南豆衛生プラント組合議会定例会
９月７日～１５日　９月定例議会
９月１７日　慰霊祭
９月２１日　行財政改革特別委員会
９月２１日　次世代育成支援事業行動計画策定委員会
９月２４日　例月出納監査
９月２８日　行財政改革特別委員会
９月２９日　県議会議長就任式
９月２９日～３０日　全国監査委員研修会

１０月５日　行財政改革特別委員会
１０月６日　広報編集委員会
１０月６日　行財政改革特別委員会
１０月７日　元気な百姓まつり
１０月８日　国民健康保険運営協議会長会議
１０月１２日　道路要望活動
１０月１３日　第４回臨時議会
１０月１４日～１５日　道路要望活動
１０月１４日～１９日　定期監査
１０月１８日　広報編集委員会
１０月２０日　例月出納監査
１０月２１日　行財政改革特別委員会
１０月２１日　全員協議会
１０月２２日　共立湊病院運営協議会
１０月２４日　フェスタ南伊豆
１０月２５日　賀茂郡議長会
１０月２５日　広報編集委員会
１０月２６日　県議長会定期総会
１０月２７日　社会福祉大会
１０月２７日　全員協議会
１０月２８日　賀茂郡下全議員研修会
１０月２９日　賀茂地区交通災害共済組合定例会
１０月２９日　共立湊病院組合建設検討委員会

　

近
年
、
地
方
議
会
は
市
町
村

の
行
く
末
を
決
す
る
合
併
問
題

な
ど
で
活
性
し
、
地
域
住
民
も

議
会
傍
聴
に
足
を
運
ぶ
ケ
ー
ス

が
多
い
。
当
町
は
地
方
自
治
法

第
一
三
〇
条
第
三
項
に
従
い
、

南
伊
豆
町
議
会
傍
聴
規
則
が
有

り
ま
す
。
そ
の
主
た
る
も
の
は

傍
聴
の
手
続
、
定
員
、
傍
聴
証

交
付
、
議
場
入
場
禁
止
、
傍
聴

席
入
場
要
件
、
傍
聴
人
の
遵
守

事
項
な
ど
が
記
述
さ
れ
、
役
場

三
階
の
議
会
事
務
局
が
受
付
窓

口
と
な
り
傍
聴
人
受
付
名
簿
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
学
生

生
徒
そ
の
他
の
者
が
団
体
で
傍

聴
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
そ

の
代
表
者
又
は
責
任
者
が
所
定

の
事
項
を
名
簿
に
記
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
一
般
町
民
の

方
に
は
敷
居
が
高
い
と
か
、
手

続
き
が
面
倒
と
か
い
う
意
識
を

持
た
れ
て
い
る
方
が
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
社
会
教
育
の
一

環
や
、
特
定
の
行
政
問
題
等
の

決
定
過
程
を
自
分
の
目
で
み
る

こ
と
に
よ
り
、
政
治
が
よ
り
身

近
な
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

議
会
傍
聴
規
則

お
気
軽
に
議
会
の

　

傍
聴
に
来
て
下
さ
い
！

議会の動き

議
会
一
口
メ
モ

みなみいず議会だより No.１９ ２００４年(平成１６年）１１月１日

皆さまから届けられました貴重な意見・提案等は、

「いでゆ」のコーナーに記載させて頂きます。

〒415‐0392
静岡県賀茂郡南伊豆町下賀茂  3  2  8  ―  2

南伊豆町議会事務局内
　　　　広報編集委員会
TEL・FAX 6  2  ―  6  2  4  0

皆さまの声を
お待ちしております

皆さまの声を
　お待ちしております

　

九
月
議
会
は
、
陽
気
と
同

様
そ
の
内
容
も
か
つ
て
な
く

熱
い
も
の
で
し
た
。

▼
今
議
会
は
、
住
民
発
議
に

も
と
づ
き
合
併
協
議
会
議
案

が
再
提
出
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
町
内
外
か
ら
大
き
く

注
目
さ
れ
ま
し
た
。

▼
結
果
は
否
決
で
し
た
が
、

六
月
議
会
で
行
財
政
改
革
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
に
続
き
、
今
議
会
で
は
、常

設
型
の
住
民
投
票
条
例
が
議

員
発
議
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
こ
の
号
の
編
集
に
入
っ
た

直
後
、
合
併
協
議
会
設
置
の

是
非
を
問
う
住
民
投
票
の
発

表
。
編
集
委
員
会
・
行
革
委

員
会
・
同
中
間
報
告
と
一
同

不
眠
の
日
々
。

▼
結
果
反
対
が
三
千
七
百
六

票
、
賛
成
が
二
千
四
百
二
十

八
票
。
住
民
は
自
律
を
選
択

し
ま
し
た
。

　

時
ま
さ
に
実
り
の
秋
、今
後

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

（
よ
）


